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平成２０年２月平成２０年２月

応募者名：宮崎県　日南市  建設課応募者名：宮崎県　日南市  建設課 　

事業の名称：日南都市計画道路山瀬東郷線事業の名称：日南都市計画道路山瀬東郷線

街路整備事業街路整備事業

実施都市名：宮崎県　日南市実施都市名：宮崎県　日南市

 



事　業　概　要　

　
事  業  名：日南都市計画道路山瀬東郷線街路整備事業
 線　　  名：山瀬東郷線
事業箇所：日南市大字星倉
事業延長：３４０ｍ
標準幅員：１６ｍ（交差点部１９ｍ）
総事業費：約５億円
事業期間：平成１１年度～平成１８年度

　本市を東西に結ぶ２本の幹線道路を相互に連絡する道
路として複数の市道があるもののいずれも人家連たん地
区にあり、地域交通と通過交通の混在により交通混雑や
事故多発等が問題となっていた。
本事業は、それらの問題解決のため、交通の分離・分散を
行い朝夕通勤時間帯の渋滞解消や通学路の安全確保を
図ることを主な目的として道路整備を行っている。

２

事　業　の　目　的

　
　日南海岸国定公園から日南市街地を東西に結ぶ主
要幹線国道２２０号と、平行する補助幹線市道楠原平
野線を連絡することにより、周辺地域における通過交
通と域内交通を分散し交通混在の緩和や交通事故の
軽減を図ると供に、高速道建設に伴う広域幹線道路網
の拡充を図ることを目的として事業を行った。
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山瀬東郷線の整備効果アピール資料

４

0

200

400

600

800

1000

1200

台数

上り 下り

Ｃ地点の交通量

供用開始前 供用開始後

4000

4500

5000

5500

6000

6500

台数

上り 下り

Ｅ地点の交通量

供用開始前 供用開始後

１２時間あたりの交通量

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

4000

4500

5000

台数

上り 下り

Ｇ地点の交通量

供用開始前 供用開始後

0

500

1000

1500

2000

2500

3000
3500

4000

4500

5000

台数

上り 下り

B地点の交通量

供用開始前 供用開始後

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

4000

4500

5000

台数

上り 下り

F地点の交通量

供用開始前 供用開始後

0

500

1000

1500
2000

2500

3000

3500

4000

4500

5000

台数

上り 下り

D地点の交通量

供用開始前 供用開始後

赤：整備後
黒：整備前

幹線道路を結ぶ
狭隘路線におけ

る離合状況

交通量の増加で進出した量販店

東九州自動車道ｲﾝﾀｰ予定地

住宅地区内の交通量が減少

この区間のみ交通量
が減少しており

事業目的のとおり交
通の分離・分散が

図られたことがわかる
。



山瀬東郷線着手前の状況
（平成６年）

事　業　前　写　真

５

着　工　前 踏　切　着工前

至宮崎

着　工　前



山瀬東郷線完了後の状況

事　業　後　写　真

６

踏　切　完　成

至宮崎

　現　　在

　完　　成


